
ＡＣＭ国際大学対抗プログラミングコンテスト国内予選を突破 
アジア地区予選に進む理学部コンピュータ科学科 

チーム【＝3】の3人に声援を!!

KYOTO SANGYO UNIVERSITY CAMPUS HUMAN COMMUNICATION

サギタリウス＜第28号＞2005年10月 

秋学期がんばろう特集号 
京都産大“三大祭”座談会 

どうしてそんなに熱いのか!! 
なぜそれほど燃えるのか!! 
今こそアチェを見つめてほしい～スマトラ沖大地震復興支援「絵画・写真展」レポート 
先生や先輩が著・訳・原案～京都産大生“秋の必読”ラインナップ 
連載企画 京都産業大学創立40年の歩み［3］ 

京都産業大学通信 
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Novem
ber

1

●写真左／浦川誠（うらかわまこと） 
　理学部計算機科学科4年次生・京都府 北稜高校出身 
●写真中／前田美由紀（まえだみゆき） 
　理学部コンピュータ科学科2年次生・大阪府 池田高校出身 
●写真右／中尾達也（なかおたつや） 
　理学部コンピュータ科学科1年次生・岡山県 美作高校 

世界の学生が1チーム3名により、プログラミング能力を競う「ACM
国際大学対抗プログラミングコンテスト」。その国内予選がイ
ンターネット上で行われ、本学から5チームが出場。全国196
チームによる激戦を経て、11月4日に東京工科大で行われる
アジア地区予選に進む日本の27チームに選ばれたのが彼等、
理学部生3名によるチーム【＝3】。 
●そんな彼等は1年次生を含むチーム。これについて4年次生
の浦川君は「昨年は同年次生で組んだチームで国内予選を突
破しており、勝利を来年以降にも継続するために、今年は後輩
をスカウトしてチームを結成した」と解説。 
●予選時、プログラミングを担当した1年次生の中尾君につい
ては「ＡＯ入試をコンピュータスキルのアピールで突破しただ
けあって、その実力は4年次生以上」と絶賛。但し本人は「2年
次生の前田さんが“どの問題から解くか”という司令塔の役割
を果してくれたおかげ」とコメント。彼女自身は「浦川先輩に声
をかけらた時は私でよいの？と思った」と控えめながら、「授業
の補助員をしていて発見した“逸材ぶり”はさすがだった」と
スカウトした浦川君がフォロー。そんなチームワークの良さも
勝因のようで、これについては「浦川先輩の“ほのぼの”したリ
ーダーシップがあってこそ」と後輩両名。 
●アジア地区予選は日本の27チームに外国からの8チームが
加わって争われ、世界大会に出場できるのは2チーム。「無料
招待の“東京2泊3日の旅”と思って楽しんできます」と浦川君
が述べれば、中尾君は「先輩は“秋葉原”に行きたそうだけど
僕は六本木がいい」。かたや「私はディズニーランド!!」と前田
さん。夏季休暇中、「合宿して腕を磨く」意気込みながら、この
リラックスぶりが「もしかしたら栄冠に……」と感じさせてくれ
るチーム【＝3】。彼等の活躍に期待しましょう!!

a c c e p t i n g
表紙を飾る学生募集!! 
登場の資格は京都産大を思いっきり満喫して
いること。「我こそ!!」という人は総務部広報室
までご連絡ください。 
※応募多数時を含め、決定は面談等によるものであることを 
　予めご了承ください。 

総務部広報室／本館3階 
TEL.075-705-1411 FAX.075-705-1987 
E-mail： kouhou-ka@star.kyoto-su.ac.jp 

www.kyoto-su.ac.jp/

Events Calendar
October
 

1
日﹇
土
﹈　
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展（
図
書
館
）／
１０
月
２９
日﹇
土
﹈ま
で
 

 

3
日﹇
月
﹈　
履
修
登
録
／
１０
月
8
日﹇
土
﹈ま
で
 

 

8
日﹇
土
﹈　
サ
タ
デ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
秋
編
 

１１
日﹇
火
﹈　
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ「
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
」
応
募
受
付
開
始
 

　
　
　
　
　
／
１０
月
２４
日﹇
月
﹈ま
で
 

１２
日﹇
水
﹈　
第
2
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
／
１３
日﹇
木
﹈ 

２２
日﹇
土
﹈　
乱
舞
祭（
神
山
ホ
ー
ル
） 

　
　
　
　
　
推
薦
入
試
直
前
対
策
講
座
 

２３
日﹇
日
﹈　
追
分
寮
祭
 

 

1
日﹇
火
﹈ 
推
薦
入
学
選
考﹇
公
募
﹈出
願
受
付
開
始
／
１１
月
9
日﹇
水
﹈ま
で
 

 

3
日﹇
木
・
祝
﹈　
神
山
祭
／
１１
月
6
日﹇
日
﹈ま
で
 

9
日﹇
水
﹈　
第
3
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
／
１０
日﹇
木
﹈ 

１３
日﹇
日
﹈　
京
都
産
業
大
学
D
A
Y
in
京
都
 

　
　
　
　
　
創
立
４０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト（
ゲ
ス
ト
‥
あ
の
ね
の
ね
） 

１９
日﹇
土
﹈ 
推
薦
入
学
選
考﹇
公
募
﹈選
考
日
／
２０
日﹇
日
﹈
２３
日﹇
水
・
祝
﹈ 

２６
日﹇
土
﹈ 
創
立
４０
周
年
記
念
式
典
 

 
 
 
 
 
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
囲
む
フ
ォ
ー
ラ
ム「
２１
世
紀
の
創
造
」
 

（ 表 紙 の 3 人 ） 

これは本学創立40周年を記念し
て作成されたロゴマークです。大
学の学章であるサギタリウスから
五芒星と六芒星を五角形（生命の
象徴）、六角形（宇宙エネルギー）
に置き換えて表現。「無限の可能
性を秘めた京都産業大学」をイメ
ージしています。 

※ACM (Association for Computing Machinery）は世界最大
規模の計算機・情報処理関係の学会（会員数4万人以上）。大
学生のプログラミング技術の向上を図ると共に国際交流の場を
提供することを目的に世界規模の「ACM国際大学対抗プログラ
ミングコンテスト」を主催（今年で第30回）。昨年は世界71ヶ国か
ら約4,000チームが各地区予選に参加。78チームが上海で行わ
れた世界大会に参加した。今年度の国内予選成績については「東
京工科大学のWebサイト（http://www.teu.ac.jp/icpc/jp/domestic/ 
result.html）」を参照。 
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Decem
ber

サギタリウスは射手座。 
その意味は希望。宏大無辺な大宇宙を駆けめぐるギリシャ神。 
新しい時代の青年の将来と世界的雄飛を期待する本学の学章です。 

今年度の発行予定＜2005＞●12月／VOL.29  
　　　　　　　　＜2006＞●3月／VOL.30

KYOTO SANGYO UNIVERSITY
CAM

PUS HUM
AN COM

M
UNICATION PAPER
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ギ
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ウ
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第
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号
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0
0
5
年
１０
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秋
学
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ろ
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集
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contents

京
都
産
大„
三
大
祭
“座
談
会 

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
熱
い
の
か
!!
 

な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
燃
え
る
の
か
!!
…
…
…
…
…

3
 

サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
5
採
択
企
画 

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
復
興
支
援
「
絵
画
・
写
真
展
」
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ポ
ー
ト 

今
こ
そ
ア
チ
ェ
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
…
…
…
…
…
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京
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大
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イ
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・
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案
…
…
…
…
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…
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連
載
企
画 

京
都
産
業
大
学
創
立
４０
年
の
歩
み
 

シ
リ
ー
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﹈
1
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ャ
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メ
ー
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ヒ
ュ
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マ
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レ
ポ
ー
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こ
ん
に
ち
は
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Y
O
T
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 S
A
N
D
A
I

人
…
…
…
…
…

15

Sagittarius

　
京
都
産
業
大
学
通
信 

VOICE of Sagittarius

●社会注目の研究やスポーツ指導、教学改革などに取り組む教員による「VOICE of Sagittarius」コーナー。質問やご意見など、記載の教員メールアドレスまでどうぞ。 

法学部 教授 

西村 峯裕 
にしむらみねひろ 
nishimura@cc.kyoto-su.aｃ.jp

VOL.28
OCTOBER 2005

●専攻分野／アジア取引
法 
●担当科目／学部等／演
習Ⅰ（債権法判例研究）、演
習Ⅱ（債権法の研究）、国
際取引法Ⅳ（アジア・民事）、
総合安全保障論、民法Ⅰ（概
論・総則・物権）、民法Ⅰ（財
産法概論）、民法Ⅱ（債権
各論）／大学院／民法特
論Ａ、民法特論Ｂ、民法特
論演習Ａ、民法特論演習Ｂ、
研究指導Ａ、研究指導Ｂ、
民法特殊研究（後期課程） 
●略歴／1975年神戸大
学大学院法学研究科博士
後期課程修了 

●
各
種
案
内
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
通
り
、法
学
部
専
門
科
目
「
総
合
安
全
保

障
論
」
が
こ
の
秋
学
期
に
開
講
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
が
け
て
イ
ラ
ク
復
興
支

援
で
「
ひ
げ
の
隊
長
」
と
し
て
知
ら
れ
た
佐
藤
正
久
・
陸
自
第
7
普
通
科
連
隊

長
兼
福
知
山
駐
屯
地
司
令
に
よ
る
開
講
記
念
講
演（
7
月
6
日
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
「
総
合
安
全
保
障
論
」
は
地
震
や
水
害
な
ど
の
天
災
の
ほ
か
、戦

争
・
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、総
合
的
に
安

全
保
障
を
論
ず
る
科
目
で
す
。
 

●
授
業
が
あ
る
の
は
毎
週
金
曜
日
の
5
限
。
法
学
部
に
限
ら
ず
、全
学
部
の
第

3
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
履
修
で
き
ま
す（
2
単
位
）。
全
１３
回
の
リ
レ
ー
講
義
に
招

く
講
師
は
、安
全
保
障
の
現
場
を
知
る
自
衛
官
な
ど
の
実
務
家
や
文
化
人
、学

識
経
験
者
。
第
1
回
と
な
る
9
月
３０
日
の
講
師
は
、志
方
帝
京
大
教
授（
元
陸

自
北
部
方
面
総
監
）で
す
。
 

●
私
は
中
国
の
民
法
や
商
法
を
研
究
す
る
過
程
か
ら
、そ
れ
ら
の
制
定
や
解
釈

に
軍
の
動
向
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
見
い
だ
し
、こ
れ
を
研
究
内
容
の
ひ

と
つ
と
し
て
き
ま
し
た
。
法
学
部
の
岩
本
誠
吾
教
授
と
共
に
、私
も
授
業
全
般

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●
こ
の
「
総
合
安
全
保
障
論
」
を
授
業
科
目
と
す
る
こ
と
は
、全
国
的
に
も
新

し
い
試
み
な
の
で
す
が
、世
界
で
は
「
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
 

●
日
本
で
は
ど
う
し
て
も
政
治
的
な
捉
え
方
を
さ
れ
、理

解
さ
れ
に
く
い
分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、個
人
か
ら
国
家

ま
で
、あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
「
安
全
」
を
考
え
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
ろ
う
と
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

●
ま
た
、国
際
取
引
で
は
、関
係
す
る
国
が„
安
全
で
あ
る

こ
と
“が
必
須
の
条
件
で
あ
り
、戦
時
下
の
国
に
企
業
が

ビ
ジ
ネ
ス
に
行
く
こ
と
は
通
常
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス

を
含
め
、国
際
交
流
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、「
安

全
保
障
」
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

●
と
こ
ろ
が
、自
衛
隊
の
活
動
を
含
め
た
安
全
保
障
と
い

う
と
、そ
の
議
論
で
さ
え
「
戦
争
準
備
に
つ
な
が
る
の
で

は
…
…
」
と
不
安
視
す
る
人
が
少
な
く
な
い
の
も
事
実
で

す
。も
ち
ろ
ん
、全
世
界
が
本
当
に
安
全
で
平
和
な
ら
ば
、

軍
事
力
は
本
来
ま
っ
た
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
現

実
問
題
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
国
家
が
相
互
に
友
好
的
で
、

平
和
な
世
界
が
築
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
…
…
残
念

な
が
ら
、そ
う
で
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

●
こ
の
よ
う
な
国
際
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
て
今
回
の

講
義
で
は
「
世
界
平
和
実
現
の
た
め
の
安
全
保
障
と
は
」

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
地
震
や
風
水

害
か
ら
核
や
テ
ロ
に
至
る
ま
で
、決
し
て„
他
人
事
“で
は

な
い
様
々
な
脅
威
。「
か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
い
か
に

守
る
か
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
も
視
点
を
お
き
、「
個
人
と
し

て
の
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

●
お
招
き
す
る
講
師
は
現
場
で
の
活
動
を
経
験
し
た
方

を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
義
で
取
り
上
げ
る
「
安

全
保
障
」
に
は
天
変
地
異
が
も
た
ら
す
脅
威
へ
の
対
処
も

含
ま
れ
て
お
り
、防
災
の
専
門
家
も
お
招
き
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
場
で
の
実
体
験
を
聞
く
こ
と
で
初
め
て
、

皆
さ
ん
も„
自
分
の
問
題
“と
し
て
考
え
、論
じ
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
 

●
安
全
保
障
と
軍
備
を
結
び
つ
け
る
観
点
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、ま
ず
は
身
近
な
生
活
の
安
全
か
ら
考
え
、

そ
こ
か
ら
国
の
安
全
、国
際
社
会
の
安
全
へ
、思
考
の
幅

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
 

●
自
分
自
身
の
安
全
に
対
し
て
の
責
任
感
、確
か
な
危
機

管
理
意
識
を
持
つ
た
め
に
、こ
の
「
総
合
安
全
保
障
論
」

を
受
講
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

 

2
日﹇
金
﹈ 
第
4
回
単
独
公
演（
主
催
‥
全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
） 

　
　
　
　
 
推
薦
入
学
選
考﹇
公
募
﹈合
格
発
表
 

１７
日﹇
土
﹈ 
一
般
入
試
直
前
対
策
講
座
 

２５
日﹇
日
﹈ 
第
３７
回
定
期
演
奏
会（
主
催
‥
全
学
応
援
団
吹
奏
楽
部
） 
 

２７
日﹇
火
﹈ 
冬
期
休
業
／
1
月
6
日﹇
金
﹈ま
で
 

テロから天災まで“他人事”ではない脅威へ、 
危機管理を視点に 
「総合安全保障論」を開講します。 
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※
前
列
左
か
ら
司
会
の
長
屋
美
紀
さ
ん
・
本
井
千
晶
第
４０
回
神
山
祭
実
行
委
員
会
副
委
員
長 

※
中
列
左
か
ら
森
下
洋
平
追
分
寮
祭
実
行
委
員
長
・
野
上
遂
央
全
学
応
援
団
第
４１
代
目
団
長（
乱
舞
祭
主
幹
） 

※
後
列
は
全
員
が
第
４０
回
神
山
祭
実
行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ 

 

京都産大
 

【三大祭
】 

座 談 会  

●
長
屋
／
私
は
1
年
次
生
な
の
で
、す
べ
て
今
年
が
初
体
験
。 

　
京
都
産
大„
三
大
祭
“そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 
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乱
舞
祭
か
ら
追
分
寮
祭
、神
山
祭
へ
と
続
く
京
都
産
大
「
三
大
祭
」
。 

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、こ
れ
ら
の
開
催
・
盛
況
に
む
け
て
、 

労
を
惜
し
ま
ず
時
間
を
費
や
し
、準
備
に
取
り
組
み
続
け
る
学
生
た
ち
の
存
在
。 

披
露
す
る
乱
舞
に
全
学
生
へ
の
エ
ー
ル
を
託
す
べ
く
、日
々
鍛
練
に
汗
す
る
全
学
応
援
団
の
面
々
。 

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
寮
生
活
の
集
大
成
と
し
て
、深
夜
の
議
論
に
励
む
追
分
寮
生
た
ち
。 

各
大
学
の
学
園
祭
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
な
か
で
「
京
都
産
大
だ
け
は
ち
が
う
!!
」
こ
と
を
誇
り
に
、 

裏
方
に
徹
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
駆
け
ま
わ
る
神
山
祭
実
行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
。 

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
熱
く
な
れ
る
の
か
!!
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
燃
え
ら
れ
る
の
か
!! 

葵
寮
に
暮
ら
す
1
年
次
生
、長
屋
美
紀
さ
ん
が
、ピ
ュ
ア
な
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。  

 ●
野
上
／
リ
ー
ダ
ー
部
、吹
奏
楽
部
、チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

で
構
成
さ
れ
る
全
学
応
援
団
の
使
命
は
、そ
の„
気
“に
よ

っ
て
あ
ら
ゆ
る
京
都
産
大
生
に
活
力
を
も
た
ら
す
こ
と
。

そ
の
た
め
に
我
々
は
日
々
、心
技
体
に
厳
し
い
鍛
練
を
課

し
て
お
り
、そ
の
集
大
成
と
し
て
行
う
の
が
「
乱
舞
祭
」
。

演
舞
や
チ
ア
、マ
ー
チ
ン
グ
ド
リ
ル
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
披

露
を
形
式
と
し
て
い
ま
す
が
、団
員
の
心
に
あ
る
の
は
あ

く
ま
で
応
援
。
だ
か
ら
「
乱
舞
祭
」
は
観
る
と
い
う
よ
り
、

応
援
す
る
心
を
感
じ
て
も
ら
う
も
の
。
明
日
に
つ
な
が
る

元
気
を
求
め
て
来
場
く
だ
さ
い
。
 

●
本
井
／
神
山
祭
が
迫
る
時
期
だ
け
ど
、実
行
委
員
会
で

は
例
年
み
ん
な
で
観
に
い
き
ま
す
。
実
際
「
私
た
ち
応
援

さ
れ
て
い
る
!!
」
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
、と
て
も
励
み
に

な
り
ま
す
ね
。
 

●
森
下
／
そ
う
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
も
な
い
限
り
、応
援

さ
れ
る
こ
と
っ
て
日
頃
は
な
い
か
ら
「
乱
舞
祭
」
は
、ヤ
ル

気
を
高
め
る
よ
い
機
会
で
す
。
 

●
野
上
／
京
都
産
大
生
の
皆
さ
ん
、
１０
月
２２
日
は
神
山

ホ
ー
ル
へ
応
援„
さ
れ
に
“来
て
く
だ
さ
い
。
 

●
長
屋
／
葵
寮
で
も
誘
い
あ
っ
て
行
き
ま
す
ね
。
 

今
年
１０
月
２２
日
に
神
山
ホ
ー
ル
で
行
う
 

第
３４
回
「
乱
舞
祭
」
は
す
べ
て
の
京
都
産
大
生
に
 

活
力
を
も
た
す
た
め
の
も
の
!!
 

 

「
追
分
寮
祭
」
の
開
催
は
乱
舞
祭
翌
日
の
１０
月
２３
日
 

地
域
の
方
々
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
 

素
晴
ら
し
い
日
曜
日
に
し
て
み
せ
ま
す
!!
 

 

●
長
屋
／
私

●
長
屋
／
私
は
1
年
次
生

年
次
生
な
の
で
、す
べ
て
今
年
今
年
が
初
体
験

初
体
験
。 

　
京
都
産
大

　
京
都
産
大„
三
大
祭

三
大
祭
“そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 
 
 
 

 ●
長
屋
／
私
は
1
年
次
生
な
の
で
、す
べ
て
今
年
が
初
体
験
。 

　
京
都
産
大„
三
大
祭
“そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 
 

 

第
４０
回
「
神
山
祭
」
は
１１
月
3
日
か
ら
の
4
日
間
 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
C
A
N
」
!!
 

●
森
下
／
「
追
分
寮
祭
」
の
主
目
的
は
地
域
の
方
々
と
の

ふ
れ
あ
い
。
こ
の
地
域
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
、模
擬
店
や
歌
や
踊
り
で
日
頃
の
「
あ
り
が

と
う
」
を
伝
え
る
の
で
す
。ま
た
、同
じ
敷
地
に
あ
る
国
際

交
流
会
館
に
暮
ら
す
留
学
生
た
ち
も
参
加
す
る
の
で
、地

域
の
方
々
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ふ
れ
あ
い
も
満

喫
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 

●
長
屋
／
で
は
、一
般
学
生
は
対
象
外
な
の
で
し
ょ
う
か
？
 

●
森
下
／
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
京
都

産
大
生
が
来
て
く
れ
る
こ
と
で
賑
わ
い
が
生
ま
れ
、そ
れ

に
よ
っ
て
こ
そ
、地
域
の
方
々
も
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
。
 

●
本
井
／
理
屈
ぬ
き
!!
追
分
寮
生
が
趣
向
を
凝
ら
し
て

出
す
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
に
い
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ（
笑
）。
 
 

●
野
上
／
そ
れ
が
追
分
寮
生
の
応
援
と
な
る
の
で
あ
れ

ば
、我
々
全
学
応
援
団
も
楽
し
み
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
…
…
の
だ
が
、毎
年
ど
う
も
最
高
に
楽
し
ん
で
い
る

の
は
追
分
寮
生
の
よ
う
な
気
が
す
る（
笑
）。
 

●
森
下
／
な
ん
と
も
…
…
苦
笑
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 

●
本
井
／
創
立
４０
周
年
に
あ
わ
せ
、第
４０
回
と
な
る
今
年

の
「
神
山
祭
」
。
開
催
は
１１
月
3
日
か
ら
6
日
ま
で
の
4
日

間
。
長
屋
さ
ん
を
は
じ
め
、今
回
が
神
山
祭
デ
ビ
ュ
ー
と
な

る
1
年
次
生
の
皆
さ
ん
は
特
に
、思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
で

は
な
く
、模
擬
店
や
部
展
に
関
わ
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
。
 

●
長
屋
／
葵
寮
か
ら
と
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
か
ら
、ふ
た
つ

の
模
擬
店
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
の
で
、私
も
か
な

り
楽
し
め
そ
う
。
 

●
本
井
／
そ
れ
は
う
れ
し
い
限
り
。
近
頃
、各
大
学
の
学

園
祭
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
の
で
す
が
、京
都
産
大
に
限
っ

て
は
今
な
お
活
気
充
分
。で
も
、そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は

実
行
委
員
会
で
は
な
く
、各
模
擬
店
や
部
展
、ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
に
意
気
高
く
参
加
し
て
く
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
。

私
た
ち
は
あ
く
ま
で„
裏
方
“な
ん
で
す
。
 

●
野
上
／
実
行
委
員
会
諸
君
の
一
致
団
結
し
た
頑
張
り
は

さ
す
が
で
す
。
特
に
近
年
、企
画
出
場
者
の
参
加
資
格
を
有

志
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
広
げ
た„
構
造
改
革
“は
功
を
奏
し
た

と
思
う
。こ
れ
ま
で
な
ら
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
企
画
も

数
々
見
受
け
ら
れ
た
し
、テ
ー
マ
を
「
C
A
N
」
と
掲
げ
た

今
回
は
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
が
期
待
で
き
る
。
 

●
本
井
／
テ
ー
マ「
C
A
N
」
は
、学
生
の
参
加
に
込
め
た

想
い
を
あ
ら
わ
す
も
の
。「
み
ん
な
が
集
ま
れ
ば„
で
き
る
“

こ
と
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
満
ち
溢

れ
た
神
山
祭
に
な
れ
ば
最
高
!!
で
す
。
 

●
森
下
／
僕
も
自
分
自
身
の
新
た
な
「
C
A
N
」
と
出
会

え
る
よ
う
、か
な
り„
弾
け
た
い
“と
思
い
ま
す
。
 

●全学応援団第41代目団長 
（乱舞祭主幹） 

野上 遂央 
のがみかつひさ 
理学部 数学科4年次生 
大阪府 旭高校出身 

●第40回神山祭 
　実行委員会副委員長 

本井 千晶 
もといちあき 
文化学部4年次生  
奈良県 一条高校出身  
 

●司　会 

長屋 美紀 
ながやみき 
文化学部1年次生 
岡山県 就実高校出身 
 

●追分寮祭実行委員長 

森下 洋平 
もりしたようへい 
経済学部 2年次生 

大阪府 大阪商業大学堺高校出身 
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●長屋／先輩たちが主幹や実行委員として“祭”に関わるようになったきっかけは？ 

●
長
屋
／
皆
さ
ん
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
熱
く
な
れ
る
の
？
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
燃
え
ら
れ
る
の
？
」
で
し
ょ
う
か
。 

●
森
下
／
寮
生
全
員
が
主
催
者
と
し
て
取
り
組
む
の
が

「
追
分
寮
祭
」
。
そ
れ
が
寮
の
伝
統
で
も
あ
る
の
で
、そ
れ

を
嫌
が
る
者
は
い
ま
せ
ん
し
、そ
の
こ
と
自
体
が
追
分
寮

の
素
晴
ら
し
さ
。
僕
自
身
も
1
年
次
生
だ
っ
た
昨
年
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
役
割
を
果
し
ま
し
た
。
 
 

●
長
屋
／
で
も
、実
行
委
員
長
と
な
る
と
ち
が
い
ま
す
よ

ね
。
 

●
森
下
／
そ
う
!!
さ
す
が
に
神
山
祭
実
行
委
員
会
の
委

員
長
ほ
ど
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
い
け
れ
ど
、熱
い
寮
生
た

ち
の
ま
と
め
役
と
し
て
、時
に
は
ク
ー
ル
に
な
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
 

「
神
山
祭
」
を
裏
方
と
し
て
成
し
遂
げ
る
経
験
が
 

必
ず
や
将
来
に
活
か
せ
る
と
思
っ
た
 

„
祭
“を
熱
く
燃
え
て
支
え
る
こ
と
は
 

学
生
時
代
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
 

自
身
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
!!
 

僕
ら
追
分
寮
生
は
伝
統
の
義
務
と
し
て
 

「
追
分
寮
祭
」
の
主
催
者
に
な
る
け
れ
ど
 

そ
れ
を
嫌
が
る
者
は
い
ま
せ
ん
!!
 

●
野
上
／
歴
代
の
団
長
は
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
部
出
身
。
僕

は
3
年
次
生
に
な
る
ま
で
吹
奏
楽
部
に
在
籍
し
て
い
た
。

だ
か
ら
全
学
応
援
団
員
と
し
て
の
自
覚
は
強
く
持
っ
て
い

た
も
の
の
、ま
さ
か
自
分
が
団
長
に
な
る
と
は
思
っ
て
も

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
誰
か
が
や
ら
ね
ば
!!
」
と
い
う
状

況
に
な
っ
た
時
、重
責
を
恐
れ
て
尻
込
み
し
、人
に
押
し
つ

け
て
逃
げ
る
よ
う
な
自
分
で
は
あ
り
た
く
な
か
っ
た
。
 

●
長
屋
／
そ
れ
で
団
長
に
就
任
さ
れ
、「
乱
舞
祭
」
で
も

主
幹
。
 

●
野
上
／
乱
舞
そ
の
も
の
は
各
部
長
が
厳
し
く
指
導
し

て
い
る
し
、運
営
や
設
営
に
つ
い
て
も
各
部
員
が
責
任
を

果
す
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
で
、主
幹
と
し
て
の
具
体
的

な
仕
事
は
多
く
な
い
。
但
し
、ど
の
よ
う
な
ミ
ス
や
不
手

際
が
あ
ろ
う
と
も
、そ
の
責
任
は
す
べ
て
主
幹
が
負
う
も

の
。
日
々
常
に
襟
を
正
し
て
い
ま
す
。
 

●
本
井
／
団
長
と
い
え
ど
も
大
学
生
。
本
音
は
…
…
 

●
野
上
／
こ
の
詰
襟
を
脱
ぐ
日
ま
で
、軽
々
し
い
こ
と
は

い
え
ま
せ
ん（
笑
）。
 

「
乱
舞
祭
」
主
幹
と
な
る
団
長
へ
 

重
責
を
恐
れ
て
逃
げ
た
く
は
な
か
っ
た
 

京都産大
 

【三大祭
】 

座 談 会  

●
野
上
／
昨
年
の
「
乱
舞
祭
」
は
大
型
台
風
の
影
響
を
受

け
、開
催
を
１０
月
9
日
か
ら
１１
月
１３
日
に
延
期
し
た
。
各

部
１０
月
9
日
に
む
け
て
修
練
し
て
お
り
、技
術
や
体
力
は

な
ん
と
か
維
持
で
き
て
も
、最
も
大
切
な„
気
“を
保
つ
こ

と
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
。
ど
れ
ほ
ど
上
手
な
乱
舞
で

も„
気
“が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、全
京
都
産
大
生
へ
の„
応

援
“と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
「
乱
舞
祭
」
の
意
味
が
な

い
。
し
か
し
、こ
れ
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
、全
学
応
援
団

員
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
強
く
な
っ
た
。
追
分
寮
祭
も
神
山

祭
も
、ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
同
じ
よ
う
な
ピ
ン
チ
を
経
験

し
て
い
る
と
思
う
。
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
関
わ
る
と
は
そ

う
い
う
こ
と
。
規
模
の
大
小
や
学
内
外
を
問
わ
ず
、機
会

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
す
れ
ば
い
い
。
素
晴
ら
し
い
達

成
感
と
自
己
成
長
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

●
森
下
／
ピ
ン
チ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
自
己
成
長
は
僕
も
同

感
。「
追
分
寮
祭
」
の
場
合
、ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
に
入
っ

て
い
る
寮
生
も
多
い
か
ら
、準
備
や
ス
テ
ー
ジ
練
習
の
時

間
が
合
わ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
気
づ
け
ば
、ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
始
ま
る
の
は
日
々
深
夜
に
な
っ
て
か
ら
…
…
と
い
う

感
じ
。
ま
あ
、そ
れ
は
生
活
を
共
に
す
る
同
志
だ
か
ら
こ

そ
の„
濃
密
な
時
間
“な
わ
け
で
、今
年
も
大
い
に
楽
し
も

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

●
本
井
／
深
夜
に
わ
た
っ
て„
生
活
の
場
“で
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
準
備
が
で
き
る
の
は
う
ら
や
ま
し
い
限
り
。
と
い
う

の
は
さ
て
お
き
（
笑
）
、私
た
ち
「
神
山
祭
」
の
苦
労
話
は

尽
き
ま
せ
ん
が
、そ
れ
ら
が
自
己
成
長
の
糧
と
な
っ
て
い
っ

た
の
は
同
じ
。
私
に
と
っ
て
最
も
感
慨
深
い
の
は
、そ
れ
ま

で
定
番
企
画
だ
っ
た
産
大
小
町
グ
ラ
ン
プ
リ
を
京
都
産

大
生
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
す
る「
嗚
呼
、情
熱
の
産
大
生
」

ス
タ
イ
ル
に
改
革
し
た
2
年
次
生
で
の
こ
と
。
私
と
し
て

は「
今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
に
し
た
い
」
と
思
っ
て

提
案
し
た
こ
と
だ
け
ど
、永
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き

た
企
画
だ
っ
た
だ
け
に
抵
抗

も
か
な
り
。「
学
生
の
個
性

や
魅
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
企
画
」
に
ま
と
め
る
ま
で
、

隠
れ
て
何
度
も
泣
き
ま
し
た
。
で
も
そ
の
結
果
、「
嗚
呼
、

情
熱
の
産
大
生
」
は
京
都
産
大
生
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
な
ど
を
競
う
新
し
い
定
番
企
画
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
、苦
労
が
報
わ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
 
 

●
野
上
／
先
の
質
問
に
あ
っ
た
よ
う
に
、こ
の
座
談
会
の

テ
ー
マ
は
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
熱
く
な
れ
る
の
か
!!
な

ぜ
そ
れ
ほ
ど
燃
え
ら
れ
る
の
か
!!
」
だ
け
ど
、我
々
に
「
ど

う
し
て
？
」
や
「
な
ぜ
？
」
と
訊
か
な
い
で
ほ
し
い
。
京
都

産
業
大
学
に
活
力
を
も
た
ら
す
こ
と
と
同
時
に„
祭
“を

熱
く
燃
え
て
支
え
る
こ
と
は
、か
け
が
え
の
な
い
学
生
時

代
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
自
身
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
な

ん
で
す
。
 

●
長
屋
／
皆
さ
ん
と
て
も
輝
い
て
い
て
、「
ど
う
し
て
そ

ん
な
に
熱
く
な
れ
る
の
？
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
燃
え
ら
れ
 

る
の
？
」
が
い
か
に
愚
問
か
わ
か
り
ま
し
た
。
 

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!
 

みんな
で「CA

N」!!

みんな
で「CA

N」!!
●
本
井
／
せ
っ
か
く
の
大
学
生
活
、学
業
以
外
に
も
将
来

に
活
か
せ
る
経
験
を
積
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

私
の
場
合
、そ
れ
を
探
し
て
見
つ
け
た
の
が
神
山
祭
実
行

委
員
会
と
い
う
課
外
活
動
。
と
は
い
え
、ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
カ
ッ
コ
よ
さ
に
魅
か
れ
て
入

部
し
た
の
も
事
実
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
裏
方
に
徹
し
た
調

整
役
だ
か
ら
、カ
ッ
コ
よ
さ
と
は
無
縁
の
毎
日
。
で
も
、だ

か
ら
こ
そ
、そ
こ
で
流
す
汗
（
冷
や
汗
の
ほ
う
が
多
い
か

も
）に
は
将
来
に
活
か
せ
る
実
感
が
た
っ
ぷ
り
。
少
々
の
こ

と
で
は
挫
け
な
い
打
た
れ
強
さ
も
身
に
つ
き
ま
し
た
。
 

●
長
屋
／
神
山
祭
実
行
委
員
会
っ
て
1
年
間
、ず
っ
と
活

動
し
て
い
る
の
で
す
か
？
 
 

●
本
井
／
新
し
い
委
員
長
が
就
任
す
る
の
は
、

閉
幕
か
ら
数
週
間
後
。
そ
れ
か
ら
春
ま
で
、

次
年
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
に
つ
い
て
日
々

議
論
を
重
ね
ま
す
。
迎
え
て
4
月
、新
入
生

を
加
え
て
実
働
を
本
格
化
。
そ
こ
か
ら
１１
月

の
本
番
ま
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
駆
け
ま
わ
る
多

忙
な
毎
日
。
だ
か
ら
ま
さ
し
く
1
年
間
、私
た
ち
は

「
ず
っ
と
神
山
祭
し
て
る
!?
」
よ
う
な
感
じ
（
笑
）
。
そ
ん

な
1
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
。
時
の
経
つ
の
が
早

く
感
じ
る
の
は
充
実
し
て
い
る
証
し
で
も
あ
る
の
で
、心

か
ら
「
実
行
委
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

Koyama
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京 の 都 で 京 都 産 大 生 が  

こ ん な に 熱 く 燃 え て い る ! !

神 山 祭 実 行 委 員 会  

お す す め イ ベ ン ト  
 

11月3日［祝］  
みんな集まれ!! クイズダービー 
●当日参加で気軽に楽しめる2択クイズ。 

　頭脳を駆使して最後まで残るのは誰!? 

●14：50～15：20 
　ピロティステージ 

 
11月4日［金］5日［土］ 
輝け！産大歌合戦 
●恒例のカラオケ企画。今年は予選と

　決戦の2日間行います。熱い熱唱を

　ぜひとも聴くべし!!  

●18：00～20：00 
　ピロティステージ 

 
11月5日［土］  

美☆Ｎ☆5inびびっどうろ 
●ミニゲームを織り交ぜたビンゴ大会。

　普通のビンゴとは一味ちがうぞ!! 

●13：00～13：30 
　路上ステージびびっどうろ 

 
11月6日［日］  
第40回神山祭 野外 GUEST LIVE 
●開放感バツグンの野外ステージでの

　ライブは盛り上がることマチガイなし!! 

●18：00～20：00（開場 17：00） 
　ピロティステージ 
※ゲストは近日公開 

 
模擬店がすごい!! 
●関西最大級の規模を誇る模擬店。そ

　の数、驚愕の148店舗。フリーマー

　ケットも45店舗がズラリ。さあ、熱狂

　の渦に巻き込まれよう!!

みんな
で「CA

N」!!

みんな
で「CA

N」!!

みんな
で「CA

N」!!

企画や部展の追加募集は 
9月30日［金］17：00まで!!  
企画や部展をやりたい!!という学生の

皆さん。追加募集の期限は9月30日

［金］まで。7号館3階742神山祭実

行委員会BOXまでお越しください。 

E x t r a  I n t e r v i e w
番 外 編 

 

E x t r a  I n t e r v i e w
番 外 編 

 

●「KyoTo世界祭」がテーマにしてるの

は身近な国際交流。「外国人留学生とは

英語で話さなければ……」と思い込んで

ませんか？その思いはほぼ不要。日本に

来ている多くの留学生は「日本語が話せ

るようになる」ことも目標のひとつなわ

けで、こちらが英語で話しかけることは“お

せっかい”そのもの。だから日本語でよ

いから、もっと気軽に交流しようよ!!と呼

びかけ、その場を提供するイベントです。

●今回の僕の役割は実行委員長。2年次

で実行委員となって3回目となるので、大

学時代の総決算のつもりで頑張りました。

但し、実行委員長になった時は「絶対に学

業を疎かにしない」ことを自分自身に誓

いました。勉強もせず「よい経験なんだ

から……」と言い訳して学外のイベント

に没頭していたら、仕送りしてくれている

親に会わす顔はありませんからね。 

●でも「よい経験」だったのは事実です

よ（笑）。就活でもこの取り組みをアピー

ルしました。とはいえ、就活時期と協賛企

業を募る時期が重なってしまって、面接

で活動をアピールしているつもりが、気

づけば「協賛してもらえませんか」なん

て営業トークに発展してしまったことも多々。

僕は将来、花屋の開業をめざしていて、第

一志望は全国のホテルに生花店を展開し

ている日本最大手の企業だったのですが、

その社長面接でも「協賛をお願いします」

とやってしまった（笑）。ところが、それが

気に入られたかどうかはわかりませんが

内定を獲得。それが学業を疎かにせずに

奮闘した“褒美”としたら、少しは自分を

誇ってもよいような気がします。 

9月4日［日］に新風館で開催された 

第4回「KyoTo世界祭」実行委員長 

梅林 泰彦 
うめばやしやすひこ 
経営学部4年次生 
静岡県 浜松日体高校出身 

 

 

 

10月9日［日］平安神宮周辺で開催される  

第3回「京都学生祭典」実行委員  

麻田 知加 
あさだちか 
文化学部2年次生  
京都府 北嵯峨高校出身 

「
絶
対
に
学
業
を
疎
か
に
し
な
い
」
こ
と
を
 

自
分
自
身
に
誓
っ
て
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
!! 
 

●「京都学生祭典」とは、大学生がプロデ

ュースする京都のお祭り。今年のメイン企

画は「京炎そでふれ！」。京の都をイメー

ジした新しい踊りです。コンテストとして

も行われますが、シンプルな振付けによ

る当日参加の群舞もあるので飛び入り大

歓迎。目標とする4,000人規模での群舞

は圧巻。京都産大の皆さんもぜひどうぞ!! 

●実行委員会は「企画・広報・営業・総務・

警備」の各係で構成されているのですが、

私が自ら望んで就いたのは営業。という

のは、委員になったのが履修していた「オ

ン／オフ・キャンパスフュージョン」の1

年次ベーシックインターンシップを体験

した直後だったから。「さらなる実践で自

分を試してみたい」と思ったんです。  

●もちろん、インターンシップと実際に協

賛を募って企業を訪ね歩く営業は責任の

重さがちがうもの。だけど「オン／オフ・

キャンパスフュージョン」の授業で、電話

によるアポイントメントの方法や商談マ

ナー、プレゼンテーションの手法などは鍛

えられていたので、目標とする成果をあ

げることができました。 

●そういう意味では「京都学生祭典」に

実行委員として参加したことは、私にとっ

て武者修行。京都産大で取り組んだキャ

リア開発が社会や学外の組織でどれだけ

通用したか……10月9日、

燃える「京都

学生祭典」会

場にて、私の

頑張りから確

かめてもらえた

らウレシイ!!です。 

「O/OCF」で培ったスキルを活かして  
企業協賛を募る営業に頑張りました!!

Koyama

Fest ival  2005

Koyama

Fest ival  2005

Koyama

Fest ival  2005
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サギタリウス・チャレンジ2005採択企画 

スマトラ沖大地震復興支援「絵画・写真展」レポート 

 

 

今

こ

そ

ア

チ

ェ

を

見

つ

め

て

ほ

し

い

今

こ

そ

ア

チ

ェ

を

見

つ

め

て

ほ

し

い

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
賑
わ
う
7
月
31
日
か
ら
8
月
2
日
ま
で
の
3
日
間
、外
国
語
学
部
言
語
学

科
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
専
修
の
有
志
に
よ
る
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
復
興
支
援
「
絵
画
・
写
真
展
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
本
誌
第
26
号
で
紹
介
し
た
復
興
支
援
募
金
の
発
展
と
し
て
、彼
等
が
「
サ
ギ

タ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
5
」
に
応
募
し
て
採
択
さ
れ
た
企
画（
奨
励
金
50
万
円
）。
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
東
京
を
経
て
展
示
さ
れ
た
の
は
、現
地
の
画
家
が
両
親
や
弟
妹
を
失
っ
た
悲
し

み
を
乗
り
越
え
、津
波
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
作
品
7
点
、被
害
が
甚
大
だ
っ
た
ナ
ン
グ
ル
・
ア
チ
ェ
・
ダ

ル
サ
ラ
ム
州
で
実
施
さ
れ
た
小
中
高
生
に
よ
る
津
波
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
30
点
、お
よ
び

地
震
・
津
波
発
生
直
後
か
ら
の
現
地
報
道
写
真
1
5
0
点
。
 

会
場
に
用
意
さ
れ
た
感
想
ノ
ー
ト
に
は
「
ア
チ
ェ
の
小
学
生
が
海
を
青
色
で
は
な
く
茶
色
に
塗
っ
て

い
て
、あ
ら
た
め
て„
そ
う
な
ん
だ
“と
思
っ
た
」
と
か
、「
自
分
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
と
お
し
て„
知
っ

て
い
る
“と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、そ
れ
が
実
感
で
は
な
い
こ
と
を
、生
々
し
い
写
真
か
ら
知
ら
さ
れ

た
」
と
い
っ
た
高
校
生
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
が
び
っ
し
り
。
 

「
支
援
の
気
運
を
風
化
さ
せ
ず
、復
興
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、被
災
の
現
実
を
人
々
に
見
つ
め

て
ほ
し
い
」
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
彼
等
。
そ
こ
に
込
め
た
想
い
を
、3
名
の
グ
ル
ー
プ
代
表

学
生
が
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 

 

猛暑の中、オープンキャンパスに訪れた高校生たちに 

展示会への来場を案内する有志グループのスタッフ。 

 

 

支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
も
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
学
ぶ
学
生
と
し
て
の
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
 

8月2日の最終日、第一展示会場となった神山ホールに集まってくれた 

外国語学部言語学科インドネシア語専修の有志グループたち。 

 

リーダー 

大柿 亮祐 
おおがきりょうすけ 
外国語学部言語学科 
インドネシア語専修3年次生  
京都府 福知山成美高校出身  
 

●
メ
ン
バ
ー
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
専
修
の
1
年
次
生
か
ら

4
年
次
生
、約
３０
名
の
有
志
た
ち
。
1
年
次
生
以
外
は
真

冬
の
1
月
、募
金
活
動
に
取
り
組
ん
だ
者
た
ち
が
中
心
。

「
募
金
で
終
わ
り
に
し
た
く
な
い
」
と
い
う
の
が
、今
回
の

企
画
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
想
い
で
す
。
 

●
だ
か
ら
当
初
は「
ア
チ
ェ
に
行
く
」こ
と
も
議
論
し
ま
し

た
。
し
か
し
、そ
れ
で
は
結
局
「
僕
ら
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
」
こ
と
に
な
る
。
支
援
の
気
運
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
学
ぶ
学
生
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
す
方
法
を
模
索
し
た
ん
で
す
。
同
時
に
、サ

ギ
タ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
奨
励
金
が
得
ら
れ
れ
ば„
で

き
る
こ
と
“の
可
能
性
も
広
が
る
と
考
え
て
応
募
し
ま
し

た
。
 

●
そ
の
結
果
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
同
時
開
催
と

な
り
、よ
り
多
く
の
人
々
に
ア
チ
ェ
の
現
状
や
子
供
た
ち

の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
。
展
示
す
る
作
品

が
届
き
、厳
重
な
梱
包
を
解
い
た
時
、僕
ら
で
さ
え
「
実
際

は
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
…
…
」
と
皆
が
無
言
に
な
っ
た
ほ
ど

だ
か
ら
、多
く
の
京
都
産
大
生
や
高
校
生
た
ち
に
、こ
れ

ら
を
見
つ
め
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、必
ず
や
次
に
つ
な
が

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

●
最
大
の
被
災
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
そ
の
ス
マ
ト

ラ
沿
岸
地
域
の
復
興
が
果
さ
れ
る
の
は
数
年
先
の
こ
と
。

今
後
も
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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●
私
は
小
学
校
6
年
生
の
時
か
ら
2
年
間
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
正
直
、そ

の
頃
は
「
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
私
は
い
る
の
？
」
と

不
満
ば
っ
か
り
。
と
こ
ろ
が
帰
国
し
、進
む
大
学
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、「
住
ん
で
い
た
の
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
こ
と
を
な
に
も
知
ら
な
い
私
」
に
ふ
と
気
づ
い
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
専
修
の
学
生
と
な
っ
た
私

で
す
か
ら
、地
震
と
津
波
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
時
の
衝

撃
も
相
当
で
し
た
。
そ
れ
で
「
私
に
な
に
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
」
と
思
い
つ
つ
、自
ら
手
を
挙
げ
る
勇
気
が
な
く
て

悩
ん
で
い
た
ら
大
柿
君
が
行
動
を
開
始
。
募
金
活
動
か
ら

今
回
の
展
示
ま
で
、微
力
と
は
い
え
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

少
し
は
安
堵
し
て
い
ま
す
。
 

●
「
ア
チ
ェ
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
に
は
確
信

が
あ
り
ま
し
た
が
、サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
企
画

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
ど
う
か
、自
信
は
さ
ほ
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

●
二
次
審
査
の
会
場
で
も
厳
し
い
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

で
も
、そ
れ
が
後
か
ら
「
頑
張
っ
て
さ
ら
に
内
容
充
実
を

!!
」
と
い
う
励
ま
し
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、い
ろ
ん
な

難
関
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

●
但
し
今
日
ま
で
は
、大
学
や
大
柿
君
に
頼
っ
て
や
っ
て

き
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
第
二
の
故
郷
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

復
興
支
援
に
自
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
関
わ
っ
て
い
け

る
よ
う
、将
来
に
む
け
て
の
課
題
を
見
つ
け
る
活
動
と
も

な
り
ま
し
た
。
就
職
先
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

●
ス
マ
ト
ラ
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
鮮
や
か
な
色
づ
か
い
が
多
い
中
、海
を
茶
色
で
描
い
た
絵
が
あ
る
。ま
た
、紫
色
に
塗
ら
れ
た
空
は
子
供
た
ち
の
哀
し
み
そ
の
も
の
。
 

 

サブリーダー 

西川 千尋  
にしかわちひろ 
外国語学部言語学科 
インドネシア語専修3年次生  
京都府 日吉ケ丘高校出身  
 

第
二
の
故
郷
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
復
興
支
援
に
 

自
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
 

将
来
に
む
け
て
の
課
題
を
見
つ
け
ま
し
た
 

    

あ
の
絵
を
描
い
た
子
供
た
ち
が
成
長
し
 

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
会
っ
て
も
 

そ
れ
は
決
し
て„
偶
然
じ
ゃ
な
い
“と
思
い
ま
す
 

  

サブリーダー 

須田 彰克 
すだあきよし 
外国語学部言語学科 
インドネシア語専修2年次生  
大阪府 八洲学園出身 

●
僕
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
祖
父
に
も
つ
ク
オ
ー
タ
ー
。

僕
が
生
ま
れ
る
2
年
前
に
家
族
で
日
本
に
帰
化
し
た
の

で
す
が
、そ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ネ
ー
ム
は
「
ス
ダ
ル

デ
ィ
」
。
そ
れ
で
日
本
名
を
「
須
田
」
に
し
た
と
聞
い
た
時

は
、子
供
な
が
ら
に
苦
笑
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す（
笑
）。

●
で
も
、父
は
堪
能
だ
っ
た
け
ど
、家
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

を
話
す
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
僕
自
身
は

ル
ー
ツ
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
、京
都
産
大
で
学
ぶ

こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
勉
強
し
始
め
て
約
8
カ
月
、

祖
国
が
被
災
し
た
時
は
身
が
震
え
ま
し
た
。
父
も
２４
時
間

体
制
で
現
地
の
親
戚
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
絡
を

と
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
大
柿
先
輩
た
ち
の
募
金

活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
「
こ
れ
で
よ
い

の
だ
ろ
う
か
…
…
」
と
感
じ
続
け
て
い
た
の
も
事
実
。
今

回
の
「
絵
画
・
写
真
展
」
に
つ
い
て
も
、満
足
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

●
但
し
、こ
の
惨
事
を
「
他
人
事
じ
ゃ
な
い
」
と
思
っ
て
い

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
親
戚
を
も
つ
僕
で
す
ら
、あ
の
絵
や

写
真
を
見
た
瞬
間
「
心
の
奥
底
で
は
他
人
事
と
思
っ
て
い

た
」
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
か
ら
、そ
れ
な
り
の
役
目
は

果
せ
た
よ
う
な
気
は
し
て
い
ま
す
。
 

●
卒
業
後
は
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
架
け
橋
に
な
る
仕

事
に
就
く
つ
も
り
で
す
が
、ア
チ
ェ
の
復

興
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
と
お
し
て
貢
献
で
き

る
よ
う
に
も
な
り
た
い
。
あ
の
絵
を
描

い
た
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
出
会
う

こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
れ
は
決
し
て„
偶

然
じ
ゃ
な
い
“と
思
い
ま
す
。
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　　　　　　） 
京都産大生“秋の必読”ラインナップ 

先生や先輩が著・訳・原案 

 

卒
業
論
文
が
面
白
本
に
な
る
？
 

そ
こ
に
も„
カ
ラ
ク
リ
“が
あ
る
の
で
は

│
 

●
昨
年
度
4
年
次
生
の
我
が
ゼ
ミ
は
２５
名
。
卒
論
の
執
筆
意

欲
を
競
争
に
よ
っ
て
高
め
よ
う
と
考
え
、全
員
の
テ
ー
マ
を

「
近
代
日
本
の
製
菓
業
史
」
に
統
一
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
モ

チ
ー
フ
が
「
菓
子
」
と
い
う
身
近
な
も
の
だ
け
あ
っ
て
、ユ
ニ

ー
ク
な
事
実
を
調
べ
て
く
る
学
生
も
い
て„
こ
れ
な
ら
“と
い

う
感
じ
で
皆
に
「
う
ま
く
ま
と
ま
れ
ば
出
版
社
に
持
ち
込
む

か
ら
」
と
言
っ
た
ら
全
員
が
意
欲
満
々
。
 

●
文
献
や
ネ
ッ
ト
で
の
調
査
に
限
ら
ず
、対
象
と
な
る
企
業

に
訪
問
し
て
担
当
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
資
料
を
入
手

す
る
こ
と
も
実
施
。
か
な
り
深
く
、か
つ
面
白
い
内
容
と
な
っ

て
き
た
3
年
次
の
神
山
祭
で
は
部
展
と
し
て
発
表
。こ
の
時

点
で「
出
版
可
能
!!
」の
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 

●
4
年
次
早
々
で
各
自
が
初
稿
を
提
出
。
皆
が
就
活
中
に
私

が
精
査
し
、そ
れ
ぞ
れ
秋
か
ら
加
筆
修
正
。
１１
月
、
２５
名
全

員
の
執
筆
に
よ
る
全
２５
章
の
卒
業
研
究
論
文
集『
近
代
日
本

の
製
菓
業
〜
洋
菓
子
を
中
心
と
し
て
』が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
知
人
を
通
し
て
出
版
社
に
持
ち
込
ん
だ
ら
思
っ
て
い

た
以
上
に
好
評
。
出
版
に
向
け
て
話
が
進
み
ま
し
た
。
 
 

●
読
ん
で
も
ら
っ
た
ら
わ
か
る
よ
う
に
、文
章
そ
の
も
の
は

プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
に
よ
っ
て
ソ
フ
ト
に
リ
ラ
イ
ト
し
て
あ
り

ま
す
。
さ
す
が
に
、卒
論
の
文
体
で
は„
売
れ
る
“面
白
本
に

は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね（
笑
）。
ま
た
、我
が
ゼ
ミ
は
菓
子
中

心
だ
っ
た
の
で
、ラ
イ
タ
ー
諸
氏
が
調
べ
た
他
の
食
品
系
の
こ

と
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
編
者
が
ゼ
ミ
生
２５
名（
本
の

奥
付
に
全
員
の
名
前
が
記
載
）と
ラ
イ
タ
ー
6
名
に
よ
る
秘

情
報
取
材
班
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

 

授業がさらに興味深くなるこの6冊 
すべて図書館に揃っています 

先輩たちの研究が 
こんな面白本に!!

「ヒット商品」 
人気のカラクリ！ 
●編／○秘 情報取材班（経済学部

2004年度4年次・井奥ゼミ25

名の他ライター6名）●刊／青

春出版社 ●今年3月に卒業した

経済学部・井奥ゼミ25名の卒業

研究論文がベース。神山祭の部

展でも出版に先駆けて発表され

ており、その時の注目もかなり。

「ポッキー」や「ビックリマンチョ

コ」といったヒット食品の人気の

カラクリが明らかにされており、

ゼミ生たちの知的好奇心が伝わ

ってくる面白本。トークのネタ集

めとしても最適。 

多湖教授他の訳による 
真のカナダを感じる詩集 

『ほんとうの物語』 
●著／マーガレット・アトウッド 

●監訳／内田能嗣 ●編訳／多

湖正紀（外国語学部教授）・山本

紀美子 ●刊／大阪教育図書  

●カナダ文壇の第一人者である

マーガレット・アトウッドによる詩

集。アメリカナイズされずに独

自の文化を発展させようと提言

するアトウッド、そのイマジネー

ションがアイロニーな余韻に満

ち溢れている。多湖教授他によ

る訳書の読後、原書True Stories

も読んでみるべき。 

日本の「これから」を 
イギリスの社会変動に知る 

現代イギリス社会史 
1950─2000 
●著／アンドリュー・ローゼン 

●訳／川北稔（文化学部教授）

●刊／岩波書店 ●王室、貴族制

度、教会、労働組合などの伝統的

権威の衰退。サッチャー改革に

よって生じた新たな貧富差。「伝

統と秩序の国」イギリスは20世

紀後半に未曾有の変化を経験し

た。統計資料を駆使して現代イ

ギリスの社会変動を明快に読み

解く一冊。イギリスの「いま」を

知ると共に、日本の「これから」

を知る手がかりともなる。 

エコに興味ある学生は 
必携とすべき初学書 

環境思想キーワード 
●編著／尾関周二・亀山純生・

武田一博 ●執筆／河野勝彦（文

化学部教授）他30名 ●刊／青

木書店 ●人類と自然の今、そし

て未来のために－「環境思想」

を読み解くために必要な用語・

人物など約150項目をコンパク

トに概説。自分で興味をもった

項目を読み進めながら、環境問

題に対する思想的アプローチを

つくりだすことが可能になって

いる。簡便な環境用語辞典とし

て利用できるのもポイント。 

 

i n t e r v i e w
ゼ
ミ
で
の
卒
業
研
究
論
文
か
ら
生
ま
れ
た
 

「
ヒ
ッ
ト
商
品
」
人
気
の
カ
ラ
ク
リ
！
 

井
奥 

成
彦 

い
お
く
し
げ
ひ
こ
●
経
済
学
部
教
授   

読むまえに 教えてください!!
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 ど
の
よ
う
に
読
む
こ
と
を
 

先
生
は
お
す
す
め
さ
れ
ま
す
か

│
 

●
い
わ
ゆ
る„
う
ん
ち
く
ト
ー
ク
“の
ネ
タ
集
め
と
し
て
読
ん

で
も
ら
っ
て
け
っ
こ
う
で
す
が
、そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
学
び
も

た
っ
ぷ
り
。
ち
な
み
に
、カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
日
本
で
開
発
さ

れ
た
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
思
う
け
れ
ど
、「
ア
ー
モ

ン
ド
チ
ョ
コ
」
を
世
界
で
初
め
て
つ
く
っ
た
の
も
日
本
の
菓
子

メ
ー
カ
ー
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、こ
の
本
は
画
期
的
な
ヒ
ッ
ト

を
続
々
と
生
み
出
し
続
け
て
き
た
日
本
の
食
品
系
企
業
の

努
力
の
結
晶
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
 

●
ま
た
、日
本
の
産
業
の
花
形
は
繊
維
か
ら
鉄
鋼
、自
動
車
、

家
電
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、そ
れ
は
す
べ
て「
外

貨
を
稼
ぐ
」
こ
と
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
か
ら
。
そ
の
一

方
、総
生
産
額
で
は
こ
れ
ら
を
上
回
っ
て
い
て
も
、食
品
産
業

は
主
と
し
て
国
内
需
要
を
充
た
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、い
つ

の
時
代
も
花
形
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
下
、創
意

工
夫
を
重
ね
て
き
た
食
品
企
業
人
た
ち
の
開
発
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
関
す
る
姿
勢
を
、学
生
諸
君
は
大
い
に
参
考
に
し

て
ほ
し
い
。
 

●
な
お
、文
庫
本
に
な
る
ほ
ど
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
２５
名

の
ゼ
ミ
生
は
こ
の
春
、全
員
が
志
望
す
る
企
業
に
就
職
し
て

い
っ
た
。
出
版
が
卒
業
式
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
は
残
念

だ
け
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
に
届
け
ら
れ
た
こ
の
本
が
、本

当
の
意
味
で
の
卒
業
証
書
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、

私
自
身
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
 

 

日常生活に差がつく 
愉快な話題が満載!!

快感！算数力ハイパー 
●著／牛　文宏（理学部助教授）

●刊／講談社 ●知っている人

だけが得をする!!と大評判にな

った『快感！算数力』の第2弾。

帯に「いっそう人生を豊かにす

る頭脳的快楽をアナタに」と記

されているように、「どっちが安

い？」や「九九であそぼ！」、「体

や物で見積もろう」や「ケーキ

を目分量で5等分する方法」など、

日常生活でちょっと差がつく愉

快な算数のオンパレード。各項目、

5分で読めます。 

古くて新しい 
学説の紹介 

保険契約における企業説の法理 
イタリア保険学説の研究 

●著／今井薫（法科大学院教授）

●刊／千倉書房 ●序章・イタリ

ア法における「企業説」の系譜

から始まる今井教授の研究業績書。

専門的に学ぶ法学部生やロース

クール生以外にとって難解であ

ろうことは事実。但し、渾沌たる

学園紛争時代、わずか2名のゼ

ミ生にイタリアの語と法を指導

してくださった恩師に「先生の

弟子になれて幸せでした」と、ま

えがきに記された今井教授の“想

い”は全京都産大生にとっても

必読。 

 

京都産大の先生や先輩が著者、訳者、執筆者、原案提供者として、春学期

の間に出版されたこれらの書籍。関係する学部や学科の学生はもとより、

硬軟それぞれの内容は、あらゆる京都産大生にとって身近に親しめる必読本。

研究者としての先生たちの「知と論」にふれることで、授業はさらに興味深

くなるはず。すべて図書館に揃っているので、秋の夜長の読書にぜひどうぞ。 

数学の教員養成の過程から生まれた 
快感！算数力ハイパー 

i n t e r v i e w

牛　 文宏 
うしたきふみひろ●理学部数理科学科助教授 

高等数学である 
位相幾何学の研究者が 
なぜ「快感！算数力」 
なのでしょうか─ 
●中高の数学教員をめざす学生

たちへの教職課程、その授業のひ

とつを7年間担当してきました。

その間、生徒に数学への興味を惹

きつけるネタを講義の所々で披露

してきました。これがかなり好評で、

数学の先生になった卒業生からの

便りにも「あのネタ使わせてもら

っています。生徒も面白がってく

れています」と書かれていることが多々。授業の交代に際し、

このまま埋もれさせてしまうのは惜しいと思い、知り合いの編

集者に話してみたら、そのネタを集めて一冊にすることに。そ

れで2003年に講談社から出版されたのが『快感！算数力』。

これが増刷となるほど売れたので、第二弾の出版がその時点

で決定してしまいました。 

●でも、多くのネタは第一弾に収めてしまっていたから、この『快

感！算数力ハイパー』には今回新たに考えたものも含まれて

います。授業や研究の空いた時間での執筆だから、第一弾か

ら遅れること１年半の出版となりました。 

読めばどのような「快感！」が 
感じられるのですか─ 
●まず、『快感！算数力』同様、「こんなところに算数・数学的発

想が使えるんだ！」という驚きと「わかった！」という喜び、それ

が１つ目の「快感！」かな。しかも、実生活の場面で使えるよう

なものに重点を置いたから、話に共感できると思う。教科書に

は身近な題材として「校舎の高さを計ってみよう」などあるけ

ど、これって身近かな？「計ってみたい」という衝動にかられる

児童・生徒は稀でしょう。 

●数学は「なぜそうなるのか」を数式や論理で証明するもの。

算数では「なぜ」も大事だけど、観察や実験を通して「そうなる」

ことを見たり確かめたりする。例えば、三角形の角度の和が

180度であることを論理で証明するのが数学なら、三角形の

紙を三つに破って角をあわせ、真っ直ぐな辺をつくって示すの

が算数。数理科学科で高等数学に取り組む学生に限らず、論

理での証明に「快感！」を覚えた人は少なからずいるはず。でも、

三角形を破ってあわせて生まれた一直線が示す180度に「快

感！」を感じる人はもっと多いはず。そういう「そうなんだ!!」が、

この本から得られる２つ目の「快感！」かな。 

●内容について紹介すると、コーヒー「300グラム398円の

お買得パック」と「440グラム578円のジャンボパック」のど

ちらが割安なのか、これをグラム単価算出の割り算ではなく、

引き算をベースにして導き出せる方法を紹介するなどしてい

ます。うまく使って人生を豊かにしましょう。 

●担当編集者からのオーダーは「数式を記さない」こと。実は

結構、高校以上の数学がベースになっているネタもあり、会話

スタイルとはいえ文章から内容の裏を理解することは「頭脳

のストレッチ」にもなる。だから理系の学生には文系的に、文

系の学生には理系的に、普段あまり使わない脳の部分を刺激

する本として読んでみるのもよいかも。まあ、そんなことはぬ

きにしても、楽しんでもらえると思います。 

読む
まえ
に 

教えてく
ださい!!
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●第一回公開講座（1980） 

●第2研究室棟（完成1987年） 

２１
世
紀
の
京
都
産
業
大
学
を
め
ざ
し
、 

こ
の
１０
年
間
で
次
々
と
完
成
し
て
い
っ
た
施
設
群
。
 

 

京都産業大学 

創立40年の歩み 
シリーズ［3］1986年～1995年 

連載 
企画 

1986

　
昭
和
６１
年
 

 4
月
　
現
代
体
育
研
究
所
設
置
 

5
月
　
菖
蒲
池
庭
園
完
成
 

9
月
　
柏
祐
賢
、学
長
3
選
 

●
現
代
体
育
研
究
所
は
、体
育
全
般
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
い
、現
代
体
育
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
 

●
熱
田
神
宮
〜
伊
勢
神
宮
間
の
第
17
回
全
日
本
大
学

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
で
、陸
上
競
技
部
が
初
優

勝
の
快
挙
。
 

   

1987

　
昭
和
６２
年
 

 3
月
　
中
央
図
書
館
完
成
 

　
　
　
第
2
研
究
室
棟
完
成
 

　
　
　
第
1
実
験
室
棟
完
成
 

4
月
　
電
子
計
算
機V

A
X
-8
3
0
0

導
入
 

　
　
　
学
内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（K

IN
G

）
　

　
　
敷
設
 

●
中
央
図
書
館
と
、第
2
研
究
室
棟
、第
１
実
験
室
棟

が
完
成
し
た
。
中
央
図
書
館
は
、１
０
０
万
冊
の
図
書
 

 

1990

　
平
成
2
年
 

 4
月
　
生
涯
学
習
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
 

9
月
　
柏
祐
賢
、学
長
4
選
 

●
大
学
の
研
究
成
果
と
教
育
機
能
を
活
用
し
、市
民
や

地
域
社
会
へ
の
生
涯
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

た
め
、生
涯
学
習
教
育
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
 

●
日
本
ロ
マ
ン
ス
語
学
会
、日
本
選
挙
学
会
、日
本
比
較

生
活
文
化
学
会
、国
際
研
究
集
会
「
語
・
言
語
お
よ

び
組
合
せ
論
」
な
ど
の
学
会
・
研
究
集
会
が
本
学
で

開
催
さ
れ
た
。
 

●
ラ
グ
ビ
ー
部
が
関
西
大
学
Ａ
リ
ー
グ
で
全
勝
に
輝
き
、

初
優
勝
。
 

 

1991
　
平
成
3
年
 

 8
月
　
第
１
回
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
 

　
　
　
短
期
語
学
研
修
実
施
 

１０
月
　
電
子
計
算
機F

A
C
O
M
 
M
-3
8
0
R

をM
-

　
　
　7

7
0
/8

（
教
育
研
究
用
）に
置
き
換
え
 

　
　
　
電
子
計
算
機F

A
C
O
M
 M
-7
7
0
/6
 

　
　
　（
事
務
用
）設
置
 

●中央図書館（完成1987年） 

1993

　
平
成
5
年
 

 3
月
　
9
号
館
完
成
 

4
月
　
大
学
院
工
学
研
究
科
 

　
　
　（
情
報
通
信
工
学
専
攻
・
生
物
工
学
専
攻
）

　
　
　
修
士
課
程
設
置
 

9
月
　
電
子
計
算
機F

A
C
O
M
 M
-7
7
0
/6
 

　
　
　（
教
育
研
究
・
事
務
用
）に
一
本
化
 
 

　
　
　
電
子
計
算
機S

p
a
rc
 C
e
n
te
r 2
0
0
0
 

　
　
　D

E
C
-3
0
0
0
/7
0
0

設
置
 

　
　
　
京
都
産
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
 

●
工
学
部
・
工
学
研
究
科
の
実
験
研
究
室
な
ど
を
備
え

た
、９
号
館
が
完
成
し
た
。
 

●
大
学
院
工
学
研
究
科（
情
報
通
信
工
学
専
攻
・
生
物

工
学
専
攻
）修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。
創
造
能
力

と
応
用
応
力
に
優
れ
た
研
究
者
の
養
成
に
止
ま
ら

ず
、高
度
な
専
門
的
知
識
と
能
力
を
備
え
た
職
業

人
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

●
本
学
と
社
団
法
人
・
京
都
工
業
会
共
催
で
、京
都
産

学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、企
業
や
、本
学

の
出
席
者
を
含
め
て
６
、４
０
０
人
が
参
加
し
た
。
特

別
講
演
、技
術
セ
ミ
ナ
ー
、研
究
室
公
開
な
ど
、多
彩

な
産
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。
 

ふ
り
か
え
れ
ば
、
 

未
来
が
見
え
る
。
 

ふ
り
か
え
れ
ば
、
 

未
来
が
見
え
る
。
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●現在の市原に移転完成した追分寮（1982） 

 

 
を
収
容
で
き
る
。
近
代
的
な
設
備
に
よ
っ
て
、利
用
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
。
第
1
実
験
室
棟
は
、1
9
9
6

年
に
増
築
し
、工
学
部
の
中
核
施
設
に
な
っ
て
い
る
。
 

1988

　
昭
和
６３
年
 

 9
月
　
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
 

　
　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
サ
ー
バ
ー
設
置
 

１０
月
　
１
号
館
増
築
完
成
 

１２
月
　
工
学
部
の
増
設
認
可
 

●
工
学
部（
情
報
通
信
工
学
科
・
生
物
工
学
科
）の
増
設

が
認
可
さ
れ
た
。
経
済
・
経
営
・
法
の
３
学
部
の
定
員

減
が
認
可
さ
れ
た
。
 

  

1989

　
平
成
元
年
 

 4
月
　
工
学
部
増
設
 

9
月
　
在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
術
交
流
事
務
所

　
　
　
開
設
 

１０
月
　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
 

　
　
　
工
学
部
・
第
2
実
験
室
棟
完
成
 

●
工
学
部（
情
報
通
信
工
学
科
・
生
物
工
学
科
）が
増
設

さ
れ
た
。
初
代
学
部
長
に
、山
科
郁
男
工
学
部
教
授

が
就
任
し
た
。
 

●
日
本
西
洋
史
学
会
、経
営
史
学
会
、国
際
法
学
会
、

イ
タ
リ
ア
学
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
 

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン
・
ノ
ー
ス
市
に
、学

術
交
流
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
。
事
務
所
で
は
、学

術
交
流
協
定
を
結
ん
だ
マ
セ
イ
大
学
の
日
本
語
教
育

支
援
や
地
域
と
の
交
流
活
動
、本
学
留
学
生
の
支
援

活
動
を
行
っ
た
。
 

●
工
学
部
開
設
を
記
念
し
て
、記
念
講
演
、工
学
部
学

生
の
研
究
発
表
や
日
本
生
化
学
会
大
会
な
ど
の
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。
 

●
日
本
図
書
館
協
会
か
ら
本
学
中
央
図
書
館
に
建
築

賞
優
秀
賞
が
お
く
ら
れ
た
。
 

 

 ●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
短
期
語
学
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

マ
セ
イ
大
学
で
の
語
学
の
講
義
の
他
に
、マ
オ
リ
文
化

の
体
験
な
ど
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
た
。
 

●
日
本
基
督
教
学
会
、日
韓
科
学
史
セ
ミ
ナ
ー
、防
衛
学

会
な
ど
の
学
会
・
セ
ミ
ナ
ー
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
 

●
日
本
拳
法
部
の
全
国
制
覇
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
西

日
本
６
連
覇
な
ど
、体
育
系
ク
ラ
ブ
の
健
闘
が
光
っ
た
。
 1994

　
平
成
6
年
 

 4
月
　
新
学
生
証
発
行
 

　
　
　
図
書
館
読
書
室
に
パ
ソ
コ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
設
置
 

　
　
　
保
護
者
へ
の
広
報
誌『
神
山
通
信
』創
刊
 

9
月
　
柏
祐
賢
、学
長
5
選
 

●
保
護
者
と
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
す
る

目
的
で
、授
業
・
ゼ
ミ
の
紹
介
も
の
せ
る『
神
山
通
信
』

を
新
た
に
刊
行
。
 

●
パ
リ
の
第
9
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
個
人
戦
で
、高

橋
英
明
氏（
１
９
８
７
年
経
済
学
部
卒
）が
優
勝
し
た
。
 

  

1995

　
平
成
7
年
 

 4
月
 
大
学
院
工
学
研
究
科
 

 
 
 （
情
報
通
信
工
学
専
攻
・
生
物
工
学
専
攻
） 

 
 
 
博
士
課
程
設
置
 

 
 
 
日
本
文
化
研
究
所
設
置
 

 
 
 
一
般
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、 

 
 
 
英
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、 

 
 
 
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、 

 
 
 
体
育
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
 

5
月
　
創
立
３０
周
年
記
念
式
典
 

8
月
　
電
子
計
算
機F

A
C
O
M
 M
-7
7
0
/6

を
　

　
　
　F

A
C
O
M
 M
-1
5
0
0
/4
0

に
置
き
換
え
 

 
 
 K

IN
G

をF
D
D
I

で
再
敷
設
 

9
月
　
第
3
研
究
室
棟
完
成
 

●
工
学
研
究
科
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
、学
部
か
ら
大

学
院
ま
で
一
貫
し
た
教
育
・
研
究
体
制
が
で
き
た
。
 

●
日
本
文
化
研
究
所
は
、日
本
文
化
の
特
質
を
学
際
的
・

総
合
的
に
研
究
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を
積
極

的
に
公
開
し
、国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る

目
的
で
設
置
さ
れ
た
。
 

●
教
養
部
が
発
展
的
に
解
消
し
、一
般
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
、英
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、外
国
語
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
、体
育
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
 

●
神
山
ホ
ー
ル
で
、創
立
３０
周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ

た
。
高
い
水
準
の
教
育
、研
究
を
め
ざ
し
て
施
設
・
設

備
の
い
っ
そ
う
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。
 

●
第
３
研
究
室
棟
が
完
成
し
、一
般
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

事
務
室
、日
本
文
化
研
究
所
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。
 

●神山ホール（完成1992年） 

●第1実験室棟（完成1987年） 

●第2実験室棟（完成1989年） ●9号館（完成1993年） 

●創立30周年記念式典（1995年） 

 

1992

　
平
成
4
年
 

 3
月
　
神
山
ホ
ー
ル
完
成
 

9
月
　A

P
E
X
2
4
0
0
L

デ
ジ
タ
ル
交
換
機
導
入
 

●
大
ホ
ー
ル
と
セ
ミ
ナ
ー
室
を
も
つ
神
山
ホ
ー
ル
が
完
成

し
た
。
入
学
式
、卒
業
式
の
式
典
の
ほ
か
、学
会
、音

楽
会
、講
演
会
、演
劇
、映
画
会
な
ど
多
目
的
に
活

用
で
き
る
。
 

●
国
際
研
究
集
会
「
地
球
進
化
と
銀
河
に
関
連
す
る

微
小
天
体
の
力
学
と
進
化
」
、国
際
会
議
・
第
２
回

「
語
・
言
語
お
よ
び
組
合
せ
論
」
、な
ど
の
国
際
会
議
・

学
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
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キャンパス＠メール 情報 
満載 
 

　
あ
と
か
ら
後
悔
し
な
い
た
め
に
 

　
履
修
登
録
確
認
表
は
必
ず
受
け
取
っ
て
確
認
し
よ
う
！
 

●
必
ず
所
定
の
期
間
内
に
「
履
修
登
録
確
認
表
」
を
受
け
取
り
、希
望
科
目
が
間
違
い

な
く
登
録
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。エ
ラ
ー
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心

し
て
し
ま
い
、実
際
は
コ
ー
ド
間
違
い
か
ら
ま
っ
た
く
違
う
科
目
を
登
録
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
例
年
よ
く
あ
り
ま
す
。
 

●
試
験
当
日
「
自
分
の
席
が
な
い
!?
」
こ
と
で
初
め
て
登
録
ミ
ス
に
気
づ
い
て
も
救
済

措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
せ
っ
か
く
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
成
果
が
評
価
さ
れ
な
い
」
な

ん
て
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、十
分
に
注
意
し
て
、チ
ェ
ッ
ク
は
必
ず
自
分
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

　
2
0
0
5
年
度
「
秋
学
期
」
基
準
に
よ
る
 

　
卒
業
見
込
証
明
書
お
よ
び
 

　
卒
業
見
込
付
成
績
証
明
書
の
発
行
は
、 

　
１１
月
上
旬
以
降
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
 

●
就
職
活
動
な
ど
に
よ
り
、
１１
月
上
旬
ま
で
の
間
に
「
春
学
期
」
基
準
に
よ
る
証
明
書

が
必
要
な
場
合
は
、9
月
２２
日﹇
木
﹈ま
で
に
取
得
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

　
平
成
１８
年
度
 

　「
交
換
・
派
遣
留
学
生
」
募
集
説
明
会
 

●
日
時
／
１０
月
3
日﹇
月
﹈
１２
時
２０
分
〜
１３
時
 

●
会
場
／
１２
号
館
1
2
5
0
2
教
室
 

●
英
語
圏
協
定
大
学
へ
の
「
交
換
・
派
遣
」
留
学
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。
次

の
対
象
大
学
へ
の
「
交
換
・
派
遣
」
留
学
を
希
望
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
 

●
対
象
大
学
／
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
セ
イ
大
学
／
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク
校
／
イ
ギ
リ

ス
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ブ
ル
ッ
ク
ス
大
学
 

●
日
時
／
１０
月
4
日﹇
火
﹈
１２
時
２０
分
〜
１３
時
 

●
会
場
／
１２
号
館
1
2
5
0
2
教
室
 

●
非
英
語
圏
協
定
大
学
へ
の
「
交
換
・
派
遣
」
留
学
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。

次
の
対
象
大
学
へ
の
「
交
換
・
派
遣
」
留
学
を
希
望
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
必
ず
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
 

●
対
象
大
学
／
中
国
・
蘇
州
大
学
・
対
外
経
済
貿
易
大
学
／
台
湾
・
輔
仁
大
学
／
イ
タ

リ
ア
・
ペ
ル
ー
ジ
ャ
外
国
人
大
学
・
シ
エ
ナ
外
国
人
大
学
／
ス
ペ
イ
ン
・
ア
ル
カ
ラ
大
学
／

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
・
○NEW

ケ
ル
ン
大
学
／
ロ
シ
ア
・
プ
ー
シ
キ
ン
記
念
ロ
シ
ア
語

大
学
／
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学

／
メ
キ
シ
コ
・
メ
キ
シ
コ
国
立
自
治
大
学
／
韓
国
・
○NEW

梨
花
女
子
大
学
・
○NEW

慶
煕
大
学
 

創立40周年の記念イベントが 
この10月から11月に挙行されます 
学生の皆さんもぜひご参加を!!

●従来からの「教育懇談会」に講演会や進学相談会をジョイント。本学が誇

る「キャリア教育」を広く社会に発信します。保護者の皆様はぜひともご参

加ください。 

※大阪・福岡・金沢・高松各会場の参加申込は本誌発行時点では既に締切らせていただ

いております。東京・鳥取・京都各会場の参加お申込方法など詳しくは別途ご案内を

参照ください。 

 

京都会場には、本学卒業生で在学中に 

全国の人気者となった「あのねのね」のお二人、 

原田伸郎さんと清水國明さんが来演。 

学生時代の想い出トークを交えたコンサートをお楽しみください。 

（本学学生入場可・入場無料） 

 

京都産業大学ＤＡＹ 
 

あのねのね 
コンサート 
16：00～17：00

in 大阪／10月　1日［土］大阪リバーサイドホテル 

in 福岡／10月　2日［日］三井アーバンホテル福岡 

in 金沢／10月　8日［土］金沢ニューグランドホテル 

in 高松／10月10日［祝］全日空ホテルクレメント高松 

in 東京／10月22日［土］新宿ワシントンホテル（新館） 

in 鳥取／10月29日［土］米子全日空ホテル 

in 京都／11月13日［日］本学神山ホール 

 

●映画祭やフリーマーケット、 

　谷口キヨコDJの公開生放送など、 

　地域の方々を迎える恒例のイベントが 

　ボリュームアップ。 

●10月8日［土］ 

　9時30分～19時 

 

●1973年にノーベル物理学賞を受賞された 

江崎玲於奈氏を囲み、本学理学部・益川敏英教授と 

神戸大学理学部・松田卓也教授によるフォーラム 

「21世紀の創造」を開催します。 

ご参加ください（入場無料／お申込みは連携推進室へ）。 

●11月26日［土］ 

　13時～16時15分（開場12時）神山ホール 
※お問い合わせ先／TEL.075-705-2952（連携推進室） 

サタデージャンボリー  

ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム 
「21世紀の創造」 

創立40周年 
記念コンサート 

※お問い合わせ先／TEL.075-705-1425（教務部） 

 

※お問い合わせ先／ 

　TEL.075-705-1411（総務部 広報室） 
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■
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
／
第
４４
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男

子
王
座
決
定
戦
団
体
2
位
■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
／
第
５５
回
西
日
本

学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
2
位
■
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
／
第
４４
回

関
西
学
生
春
季
リ
ー
グ
戦
男
子
チ
ー
ム
戦
１
位
・
第
４４
回
関
西
学
生
ボ
ウ

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
3
人
チ
ー
ム
戦
1
位
■
ヨ
ッ
ト
部
／
近
畿
北

陸
学
生
ヨ
ッ
ト
夏
季
選
手
権
大
会
総
合
2
位
・
4
7
0
級
１
位
■
空
手
道

部
／
西
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
女
子
団
体
組
手
１
位
■
硬
式
野

球
部
／
平
成
１７
年
度
関
西
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
１
位
■
陸
上
競

技
部
／
第
８２
回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
総
合
1
位
 

■
池
田
譲（
法
3
年
）全
日
本
学
生
釣
魚
連
盟
全
日
ル
ア
ー
大
会

ツ
ア
ー
釣
り
の
部
1
位
・
全
日
本
学
生
釣
魚
連
盟
関
西
支
部
春
季
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
大
会
2
種
目
個
人
総
合
・
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
の
部
１
位
他
■
野

口
達
也（
経
営
2
年
）全
日
本
学
生
釣
魚
連
盟
関
西
支
部
バ
ス
大
会
ル
ア

ー
１
位
■
　
田
剛
士（
経
営
3
年
）第
４２
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

男
子
東
西
対
抗
戦
１
位
・
第
8
回
関
西
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
シ
ン
グ
ル
ラ

ウ
ン
ド
公
認
記
録
会
男
子
1
位
■
仲
里
剛
志（
法
2
年
）関
西
学
生
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
抜
大
会
８５
㎏
級
1
位
■
松
田
光
（
経
営
1
年
）
第

7
回
世
界
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会（
日
本
代
表
）2
位

■
菅
谷
徹（
経
済
3
年
）第
２７
回
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
国
際
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
日
本
代
表
）・
第
２３
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大

会（
日
本
代
表
）■
岸
田
有
加（
経
営
4
年
）第
４２
回
西
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
マ
ス
タ
ー
ズ
戦
1
位
■
鈴
木
理
沙（
法
4
年
）第
４４
回
関
西

学
生
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
マ
ス
タ
ー
ズ
戦
1
位
■
阿
部
幸
久

（
経
済
4
年
）伊
藤
裕
二（
経
営
3
年
）近
畿
北
陸
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大

会
個
人
戦
4
7
0
級
1
位
■
岩
元
泰
樹（
法
4
年
）第
３９
回
関
西
学
生
空

手
道
個
人
選
手
権
大
会
５８
㎏
以
下
級
1
位
■
荒
賀
知
子（
法
3
年
）第
３９

回
関
西
学
生
空
手
道
個
人
選
手
権
大
会
５０
㎏
以
下
級
1
位
・
第
7
回
ワ

ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
女
子
組
手
５３
㎏
以
下
2
位
・
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
女
子
組
手
3
位
・
ア
ジ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
女
子
組
手
オ
ー
プ

ン
3
位
■
平
野
佳
寿（
経
営
4
年
）第
３４
回
日
米
大
学
野
球
選
手
権
大
会

（
日
本
代
表
）■
水
谷
純
也（
法
2
年
）平
成
１７
年
度
関
西
学
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
位
■
岡
豊
洋（
経
営
1
年
）

2
0
0
5
美
山
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
カ
テ
ゴ
リ
ー
2
一
般
上
級
者
の
部
2
位

■
佐
渡
一
毅（
経
営
3
年
）第
４０
回
全
関
西
学
生
馬
術
大
会
学
生
賞
典
馬

場
馬
術
競
技
1
位
■
井
川
重
史（
法
4
年
）第
８２
回
関
西
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
男
子
1
0
0
0
0
ｍ
１
位
■
吉
田
恵
美
可（
法
2
年
）

第
７４
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
女
子
や
り
投
げ
3
位
・
第

８２
回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
女
子
や
り
投
げ
1
位
・
日

本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女
子
や
り
投
げ
2
位
■
桐
山
一
樹（
経
済
4
年
）

第
８２
回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
男
子
4
0
0
m
H
1
位

■
上
間
翔
太（
法
4
年
）第
８２
回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
1
位
■
中
村
佳
弘（
経
済
4
年
）第
８２
回
関
西
学
生
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
男
子
砲
丸
投
げ
1
位
■
嶋
勇
太（
法
4
年
）第
８２

回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
男
子
1
0
0
ｍ
1
位
 

●
こ
れ
は
9
月
1
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
か
ら

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
団
体
と
個
人
リ
ス
ト
で
す
。
 

　
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　「
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
」
 

　
応
募
期
間
は
１０
月
１１
日﹇
火
﹈か
ら

　
２４
日﹇
月
﹈ま
で
の
2
週
間
!!
 

●
今
年
で
3
回
目
と
な
る
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
。
昨
年
度
の
応

募
者
は
４２
名
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
１０
年
後
の
私
」。
む
ず
か
し

く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
や
希
望
、自
分
の
将
来
な

ど
、「
１０
年
後
の
私
」
を
思
い
描
い
て
、エ
ッ
セ
イ
に
綴
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
個
性
あ
ふ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、創

立
４０
周
年
特
別
企
画
と
し
て
、今
回
応
募
い
た
だ
い
た
エ
ッ
セ

イ
は
、2
0
1
5
年
「
１０
年
後
の
あ
な
た
」
に
お
届
け
し
ま
す
。
 

●
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
賞
1
名
に
5
万
円
、優
秀
賞
2
名
に
3
万
円
、

入
賞
4
名
に
1
万
円
、そ
れ
ぞ
れ
奨
励
金
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
 

●
応
募
期
間
／
１０
月
１１
日﹇
火
﹈〜
１０
月
２４
日﹇
月
﹈ 

●
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
3
.k
y
o
to
-

s
u
.a
c
.jp
/s
g
c
h
/

で
確
認
く
だ
さ
い
。
 

「
エ
ッ
セ
イ
の
書
き
方
講
演
会
」
を
開
催
！
 

●
プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
石
原
基
久
氏
を
講
師
に
エ
ッ
セ
イ

の
書
き
方
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
演
会
か
ら
何
か

ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●
日
時
／
9
月
３０
日﹇
金
﹈
１６
時
４５
分
〜
１８
時
１５
分
 

●
会
場
／
１２
号
館
1
2
3
0
4
教
室
 

　
平
成
１８
年
度
 

　「
E
B
J
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
募
集
説
明
会
 

●
日
時
／
１０
月
6
日﹇
木
﹈
１２
時
２０
分
〜
１３
時
 

●
会
場
／
１２
号
館
1
2
5
0
2
教
室
 

●
経
済
・
経
営
・
法
学
部
の
学
生
を
対
象
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
で
実
施
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｊ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
１０
週
間
の
英
語
集
中
講

座
、2
週
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
、1
週
間
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
）に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。
E
B
J
留
学
を
希
望
す
る
学
生

の
皆
さ
ん
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
 

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
・
 

　
京
都
産
業
大
学
」
が
１０
月
２９
日﹇
土
﹈ 

　
西
京
極
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
!!
 

●
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
」
は
地
元
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

本
学
と
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強
く
し
よ
う
と
す
る
企
画
。
当
日
は

学
生
の
皆
さ
ん
も
西
京
極
ス
タ
ジ
ア
ム
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（
チ
ケ
ッ
ト
＝
vs
ア
ビ
ス
パ
福
岡
は
、
１０
月
上
旬
よ
り
学
生
部
に
て
先
着
1
0
0
0
名
に
配
布
） 

　
朝
日
新
聞
社
と
の
共
催
に
よ
り
 

　「
フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
」を
テ
ー
マ
と
し
た
 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
 

●
先
進
的
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
本
学
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

が
評
価
さ
れ
、朝
日
新
聞
大
阪
本
社
が
大
学
と
共
催
す
る
平

成
１７
年
度
「
朝
日
・
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
下
半

期
共
催
校
に
本
学
が
選
ば
れ
ま
し
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
は
、社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト

に
つ
い
て
。
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
吉
田
裕
之
教
授

（
経
営
学
部
）と
鬼
塚
哲
郎
助
教
授（
文
化
学
部
）も
参
加
。
河

合
隼
雄
文
化
庁
長
官
の
特
別
講
演
も
行
い
ま
す
。
 

●
１１
月
１２
日﹇
土
﹈
１２
時
３０
分
〜
朝
日
生
命
ホ
ー
ル（
大
阪
） 

※
お
問
い
合
わ
せ
先
／T

E
L
.0
7
5
-7
0
5
-1
5
1
3

（
学
長
室
） 

京
都
産
大
生
と
し
て
活
躍
！！
 

頑
張
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
を
 

学
友
と
し
て
今
後
も
声
援
し
よ
う
 

●復旦大学 ●上海外灘（
バンド）地区

の夜景 

　
平
成
１７
年
度
 

　「
春
季
短
期
語
学
実
習
」
お
よ
び
 

　「
E
B
J
優
先
プ
ロ
グ
ラ
ム
」・
 

　
上
海
・
復
旦
大
学
 

　〈
語
学
留
学
＋
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
〉
 

　
募
集
説
明
会
 

●
日
時
／
１０
月
7
日﹇
金
﹈
１２
時
２０
分
〜
１３
時
 

●
春
季
短
期
語
学
実
習﹇
会
場
／
１２
号
館
1
2
5
0
2
教
室
﹈ 

春
休
み
を
利
用
し
て
実
施
す
る
「
春
季
短
期
語
学
実
習
」
に
つ

い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
必
ず
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
実
習
大
学
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

実
習
大
学
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
／
韓
国
・
梨
花
女
子
大
学
 

●
E
B
J
優
先
プ
ロ
グ
ラ
ム﹇
会
場
／
１２
号
館
1
2
5
0
4
教
室
﹈ 

経
済
・
経
営
・
法
学
部
の
学
生
を
優
先
対
象
と
し
た
中
国
・
上
海
の
復
旦
大
学
で

の
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、2
週
間
の
「
初
級
中
国
語
集
中
講
座
」
と
上
海
の
企
業

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
経
済
・
経
営
・
法
学
部
の
学
生
が
優

先
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
学
部
の
方
も
参
加
可
能
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
学
生
の
皆
さ
ん
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
8
セ
メ
生
を
除
く
。
 

団
体
 

個
人
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H
u m a n R e p o r tこ

んにちは！

●

ヒ
ューマンレポ

ート

●

京都町家麦酒醸造所工場長 
ビアマイスター 

三好ちづ子さん 
みよしちづこ 
1997年 外国語学部ドイツ語学科卒業 
第29期生 

1993年、京都市立紫野高校から京都産業大
学外国語学部ドイツ語学科に入学。卒業の
1997年、日本酒の老舗・キンシ正宗株式会
社が地ビール製造のために設立した「京都町
家麦酒醸造所」に入社。同年9月から工場長。
1999年には日本地ビール協会のジャパンカッ
プで銀賞を受賞。全国的にも希な女性ビアマ
イスターとして、マスコミからも注目を集める。 

●三好ちづ子さん　●インタビューア 

Kyoto Sangyo University Campus Human Communication Paper -Sagittarius- VOL.28 October 2005
（ひと・であい・みらい）キャンパス・ヒューマン・コミュニケーション＜京都産業大学通信＞サギタリウス第28号／2005年10月 

みなさんのご意見・ご感想をお待ちしております●京都産業大学 総務部 広報室／〒603-8555 京都市北区上賀茂本山 TEL.075-705-1411　FAX.075-705-1987 
http://www.kyoto-su.ac.jp/   E-mail:kouhou-ka@star.kyoto-su.ac.jp

ベルリンの壁の崩壊に感動してドイツ語を学び始めた先輩は、 
通訳なしで話せる“ビアマイスター”。 
本場で学んで、京町家で旨いビールをつくり続ける。 

●
ド
イ
ツ
語
学
科
で
の
学
び
を
ベ
ー
ス
に
 

　
ビ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
 

　
そ
も
そ
も
な
ぜ
ド
イ
ツ
だ
っ
た
の
で
す
か
？
 

●
中
学
校
3
年
生
の
時
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
に
感

動
。
そ
れ
で
ド
イ
ツ
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。「
こ
れ

か
ら
世
界
は
こ
こ
か
ら
動
く
」
と
も
感
じ
、そ
の
激
動

の
中
に
自
分
の
身
を
お
き
た
く
な
り
、京
都
産
大
で

ド
イ
ツ
語
を
勉
強
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
 
 

●
ど
の
よ
う
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？
 

●
入
学
当
初
は
外
国
語
学
部
の
ハ
ー
ド
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
。「
大
学
生
っ
て
こ
ん
な

に
ま
じ
め
に
勉
強
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
？
」っ
て
感

じ
で
し
た
。
で
も
、そ
の
お
か
げ
で
勉
強
す
る
習
慣
が

身
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら„
勉
強
第
一
“

で
あ
る
ビ
ー
ル
の
醸
造
は
、私
に
務
ま
ら
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
 

●
「
子
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
」
に
も
所
属
し
、幼
稚
園
な
ど

で
紙
芝
居
や
人
形
劇
を
演
っ
て
い
ま
し
た
。
4
年
次

に
は
志
学
会
執
行
委
員
会
に
出
向
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
か
ら
理
系
の
友
人
も
多
数
で
き„
一
拠
点
総
合
大
学
“

な
ら
で
は
の
学
生
時
代
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

今
も
醸
造
に
関
す
る
文
献
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、生
物
工
学
を
専
攻
し
て
い
た
当
時
の
友
人
に

尋
ね
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
母
校
愛
も
相
当
。
卒
業

以
来
、神
山
祭
は
皆
勤
で
す（
笑
）。
 
 

●
そ
の
間
に
何
度
か
訪
独
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
 

●
初
め
て
ド
イ
ツ
に
行
っ
た
の
は
2
年
次
生
に
な
る
前

の
春
休
み
。
統
合
か
ら
5
年
を
機
と
し
た
学
生
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
欧
州
各
国
の
学
生
と
も

交
流
し
な
が
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
 

●
3
年
次
の
夏
休
み
に
2
カ
月
間
、ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学

で
の
語
学
研
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
先
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
語
彙
の
少
な
さ
を
痛
感
し
て
い
て
、以
降

が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
て
い
た
か
ら
、こ
の
研
修
で
私
の

ド
イ
ツ
語
能
力
は
か
な
り
伸
び
ま
し
た
。
卒
業
旅
行

は
1
カ
月
間
、友
人
と
2
人
で
ド
イ
ツ
か
ら
欧
州
各

地
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
 

●
ど
う
い
う
経
緯
で
ビ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
に
？
 

●
実
は
当
時
、急
成
長
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
某
Ｉ
Ｔ

企
業
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
入
社

前
の
研
修
を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、日
が
経
つ
に
つ

れ
「
成
長
あ
る
の
み
!!
」
と
い
っ
た
業
界
の
雰
囲
気
が

「
私
に
は
合
わ
な
い
」
と
感
じ
ら
れ
、入
社
を
辞
退
し

た
ん
で
す
。
入
社
式
の
前
日
の
こ
と
で
し
た
。
 

●
そ
れ
で
、あ
ら
た
め
て
ド
イ
ツ
に
長
期
留
学
す
る
こ
と

を
決
意
。
資
金
稼
ぎ
の
バ
イ
ト
を
探
し
て
い
た
あ
る

日
、母
が
「
ビ
ー
ル
な
ら
ド
イ
ツ
に
関
係
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
？
」
と
。
手
に
し
て
い
た
の
が
「
地
ビ
ー
ル
醸
造

所
開
設
に
つ
き
ア
ル
バ
イ
ト
急
募
!!
」
の
求
人
チ
ラ

シ
。「
そ
う
な
の
か
な
ぁ
…
…
」っ
て
感
じ
で
応
募
す

る
こ
と
に
。
 

●
そ
の
面
接
時
、履
歴
書
を
見
た
担
当
者
が「
ド
イ
ツ
語

が
で
き
る
の
？
ド
イ
ツ
に
は
何
度
も
行
っ
て
る
の
？
」

と
質
問
の
連
続
。
ド
イ
ツ
語
学
科
卒
を
恥
じ
な
い
レ

ベ
ル
で
話
せ
て
読
め
る
こ
と
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
や

語
学
研
修
で
滞
在
し
て
い
た
こ
と
、等
々
答
え
て
い

た
ら
「
ビ
ー
ル
づ
く
り
を
担
っ
て
も
ら
う
」
と
い
き
な

り
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
 

●
「
私
が
ビ
ー
ル
を
つ
く
る
？
」
最
初
は
オ
フ
ァ
ー
の
意

味
も
わ
か
ら
な
い
状
態
。
で
も
「
キ
ン
シ
正
宗
に
は
日

本
酒
で
培
っ
て
き
た
醸
造
技
術
が
あ
る
。
あ
な
た
に
は

ビ
ー
ル
の
本
場
ド
イ
ツ
の
文
化
を
肌
で
感
じ
て
き
た

経
験
が
あ
る
。
そ
れ
が
合
わ
さ
っ
て
は
じ
め
て
、我
々

が
め
ざ
す
本
物
の
京
都
町
家
麦
酒
が
で
き
る
。
技
術

的
な
こ
と
は
本
社
の
職
人
た
ち
が
支
え
る
。
協
力
し

て
ほ
し
い
」と
ま
で
言
わ
れ
た
ら„
熱
き
京
都
産
大
人
“

は
引
き
下
が
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
 

●
そ
れ
で
ビ
ー
ル
が
つ
く
れ
る
の
で
す
か
？
 

●
苛
酷
な
修
業
が
待
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。
発
売
開
始

は
そ
の
年
の
夏
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
醸
造
設
備
メ
ー
カ

ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
さ
ん
や
本
社
の
職
人
さ
ん
た
ち
に

頼
っ
て
な
ん
と
か
な
っ
た
も
の
の
、秋
か
ら
は
私
だ
け
。

醸
造
の
イ
ロ
ハ
を
独
学
し
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
つ
く
り

続
け
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
が
ひ
と
段
落
し
た

翌
年
の
冬
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
2
週
間
の
研
修
を
受
け
ま

し
た
。「
通
訳
な
し
で
話
せ
る„
ビ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
志

望
“の
日
本
人
女
性
」へ
の
好
感
を
活
か
し
、著
名
な

マ
イ
ス
タ
ー
た
ち
か
ら
大
い
に
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
帰
国
後
、あ
る
程
度
は
納
得
で
き
る
ビ
ー
ル
が

つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
翌
９９
年
に
は
日
本

地
ビ
ー
ル
協
会
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
。「
最
低
限
の

責
任
は
果
せ
た
」
と
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
 
 

●
後
輩
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
を
ど
う
ぞ
 

●
私
自
身
、ド
イ
ツ
語
の
勉
強
は
懸
命
に
頑
張
り
ま
し

た
が
「
何
者
に
な
る
か
」
は
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
就
活
も
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
で
も
、ド
イ
ツ
に
つ
い
て
深
く
学
ん
で
お

い
た
こ
と
が
、ビ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
確
か
に
、そ
こ
に„
運
“が
か
ら
ん
で
い
た
の

は
事
実
。
し
か
し
、だ
か
ら
こ
そ
「
勉
強
し
て
お
い
て

よ
か
っ
た
!!
」
と
心
の
底
か
ら
思
え
る
の
で
す
。
言
い

古
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
「
学
生
の
本
分
は
学
業
」
。
今

は
「
何
者
に
な
る
か
」
が
見
え
て
い
な
く
て
も
、勉
強

さ
え
し
っ
か
り
や
っ
て
お
け
ば„
運
“は
転
が
り
込
ん
で

く
る
。
私
の
家
の
新
聞
に„
運
命
の
求
人
チ
ラ
シ
“が

折
り
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
ね
!!
 

 

p r o f i l e

三好さんがつくる地ビールは「京都町家麦酒」を含む
3銘柄。いずれも京料理に合う上質な旨さ。キンシ正
宗の発祥の地、酒蔵を改造した工場併設のホール
や庭先で楽しめる他、各デパート等でも販売中（京都
町家麦酒醸造所／中京区堺町二条上ル）。 


